
 

バリアフリーに関するハード・ソフト施策について 北大阪急行電鉄株式会社 
 

 北大阪急行電鉄ではハード・ソフトの両面でバリアフリーを推進しています。 

１．ハード施策 

 ① 耳の不自由なお客様への会話支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ② 多言語（世界７４言語）への対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 多言語（４カ国語）での異常時案内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．ソフト施策 

 ① サービス介助士の資格取得推進 

●お年寄りやお身体の不自由なお客さまに気持ち良くご利用いただくために、介助の知識と技

能を認定された「サービス介助士」の資格取得に取り組んでいます。 

●令和４年（２０２２年）７月末時点の資格取得率は運輸従事員で 100％ （※新入社員除く）と

なっています。 

 

② 段差・隙間解消状況に関する情報提供 

●「らくらくおでかけネット（公益財団法人交通エコロジー・モビリティ財団）」を活用し、各駅の段

差・隙間解消状況に関する情報を提供しています。 
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